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デジタル時代におけるDX部隊
（広告／マーケティング人材）の内製化

第137回 かわさき起業家オーディション
「かわさき起業家賞」受賞

　当社は、ライブコマースのコンサルティングサービスを行う企業で
す。ライブコマースとは、SNSなどのライブ配信動画で商品を紹介し、
オンラインで販売する手法のことです。広告を打つだけではなかなか
モノが売れなくなっている現代だからこそ、詳細な情報やつくり手の
想いをきちんと伝えられるライブコマースに可能性を感じ、2020年
に起業しました。
　私は祖父が呉服屋、父親が船舶の会社を経営する起業家一家に育ち
ました。そして私自身も「いつかは自分の事業を起こしたい」という
夢があり、大学在学中からPR会社で働き始め、その後、ライブコマ
ース事業を行うWebシステム会社へ転職しました。そこでSNSマー
ケティングやライブ配信のノウハウを身に着けながら「ライブコマー
スはこれからの世の中に必要な事業になっていくだろう」と確信しま
した。日本にはまだ、ライブコマースをはじめとしたデジタルマーケ
ティングで成功している企業はほとんどありません。またChatGPT
やECを業務に活用できず、時代に合った事業戦略を描けていない企
業もたくさんあります。今回の事業によってこうした企業のDX化を
推進し、日本経済の未来を明るいものにしていきたいと考えています。
　

■ 受賞したビジネスに至った経緯
　私の祖父は、静岡県の三ヶ日町というところで呉服
の小売業を営んでいましたが、町の過疎化が進んだこ
とで売上は減少。ECなどデジタルへの業態転換がで
きず、店を畳むことになりました。これをきっかけに、
「DX化できずに取り残されている企業は世の中にたく
さんあるはず」と考えるようになりました。気持ちの
上では「DX化したい」「SNSマーケティングやライブ
コマースに挑戦してみたい」と思っていても、従業員
に知識やノウハウがなく、IT系人材の確保が難しいた
めチャレンジできないという企業は多いと思います。
　当社はライブコマース事業によって、これまで国内
のトップブランドや海外のクライアントと一緒に仕事
をしてきたため、遅々としてDXが進まない日本の中
小企業との圧倒的なITリテラシーの差を感じていまし
た。そして「このままでは日本経済全体が弱まってい
く」という危機感から、今回の「DX研修」事業を立
ち上げるに至りました。私たちが持つノウハウをさま
ざまな企業に伝授していかなければいけない、という
使命感に駆られた形です。
　本来、こうした研修には高額なコストがかかります
が、eラーニングを活用して工数を削減し受講しやす
い価格設定にしました。また、国の施策による人材開
発支援助成金（リスキリング支援）も始まっています
ので、こちらも利用しながら、さらに安価に利用して
いただけるような仕組みにしています。
　

■ サービスの特徴
　中小企業の従業員に向けたDX研修プログラムです。
研修内容は、ChatGPTへの理解を深め、実業務で活か
せる人材を創出する「ChatGPT研修」、SNSの知識と
動画撮影や編集の技術、ライブコマースの考え方から
やり方までを伝授する「SNS／ライブコマース／動画
制作研修」、ECを含めたマーケティング知識やデジタ
ルでの集客、EC業務の始め方や組織づくりが学べる
「デジタル広告／EC研修」の３つです。１枠１時間（合
計10時間）で受講期間は１か月になります。
　大手医薬品会社などに向けたライブコマース活用の
研修は以前から実施していました。その実績を活かし
ながら、今回の事業ではeラーニングの導入や助成金
を活用できて受講しやすい価格設定にしています。そ
してDX化を推し進めるため、ライブコマースだけで
なく、幅広い分野を学べる内容にしました。社労士と
連携し、助成金の申請までサポートできることも特徴
です。研修を受けていただくことで、DXに踏み出せ
なかった企業へデジタルの基盤をつくり、SNSマーケ
ティングやライブコマースによる発信、自社でのEC
サイト立ち上げなどを後押しします。
　

■ 現状の課題
　今後の課題は、研修コンテンツの充実とプログラム
の改善です。
　今後はさまざまな企業と組んで、研修のラインナッ
プを増やしていきたいと考えています。例えば、美容
やエステに関するノウハウを持っている企業と協力
し、オンライン接客や接客DXといった分野でのプロ
グラムをつくることもできます。また、今回のオーデ
ィションで知り合った企業とタッグを組み、営業DX
の研修コンテンツを立ち上げようという企画も進んで

います。
　組織としての課題は、内部体制の整備です。いわゆ
るスタートアップの「20人の壁」にしっかりとぶつか
っています。設立以来、右肩上がりで業績を伸ばして
きた一方で、内部体制を整える間がなく、混沌とした
まま成長してしまった部分があります。今は４期目に
入り、管理部門の体制整備やKPIの設定などにようや
く注力しはじめたところです。加えて、次のステップ
に進むためには優秀な人材の確保も欠かせないため、
採用活動にも尽力していきます。
　

■ 今後の展開
　短期での目標は、リアル店舗で販売ができるリテー
ルと、コンテンツの融合をさらに進化させて拡大する
ことです。リテールとコンテンツの連動により、クラ
イアント企業の新たな可能性を広げていきます。例え
ば、インフルエンサーとのコラボで店頭からライブ配
信を行ったり、単価が高くオンラインでの購入はため
らわれるような商品を試してから買える場を設けたり
します。
　また、来店時に時限付きのクーポンを配って時間内
に購入すれば安くなる仕組みや、欲しい人たちが集ま
って安く共同購入できる仕掛けなども企画中です。そ
して、これらのシステムをSaaS化してクライアントへ
提供し、デジタルマーケティングから実店舗の販売ま
でトータルに支援する「コマースのインフラ企業」に
なることを目指しています。
　ゆくゆくは海外進出も視野に入れていますので、７
期目までに売上80億円とIPOを達成し、リテール展開
と海外進出への足がかりとしていきます。
　 

■ エントリーを検討中の方へ一言
　受賞して最初に感じたことは、「自己肯定感を高め
られるチャレンジだった」ということでした。起業家
は、前向きに見えてはいても、実は不安を抱えていた
り、悩みを隠したりしているものだと思います。だか
らこそ、評価された体験は次に進む力になってくれま
す。かわさき起業家オーディションは、賞の数が多く、
評価していただけるチャンスが多いことが魅力です。
特にまだ法人化していない段階の方であれば、「受賞
して自信をつける」ことを目標に、このオーディショ
ンに挑んでみるのもありなのではないでしょうか。
　また当社のDX研修の事業は、特に地方の中小企業
にニーズがあると考えていますが、今回オーディショ
ンへの参加をきっかけに、地方の企業の方々と直接話
をする機会をいただくことができました。このような
チャンスを得られる機会はなかなかありませんので、
ぜひチャレンジしてほしいと思います。
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■ ビジネスに至った経緯
　産総研の優れた技術を世の中に広め、役立たせたいつビジネスを始めたいという思い想いから、2006年10月に産
総研の特許を事業化する産総研認定ベンチャーを創設し、2012年3月にその事業を継承する形で株式会社アダコテ
ックを設立いたしました。
　設立後、経営が厳しい時期もありましたが、も「HLACという日本で生まれた優れた画像認識の技術をこのまま
埋もれさせてはいけない。」と15年間にわたって研究開発を続け、ようやく製造現場に利用していただける段階に
到達しました。その後はさ事業拡大のために、らなる認知度向上を図るべく、目的に、かわさき起業家オーディシ
ョンをはじめとする複数のビジネスプランコンテストに出場しています。
　技術の適用領域については、ソリューション提供については以前からは川の氾濫のモニタリングやATMの監視
など、検査以外でも、様々な領域の相談をいただいておりました。取引先開拓にあたって数々の可能性を模索する
中で、している途中、とある世界的な自動車部品会社案件の相談に乗るうちに契約をいただくことができました。
このことをきっかけに、まずは半導体や自動車部品や半導体のような極めて高い精度が求められる領域業界に注力
する専念し、事業の基盤を確固たるものにする方針に転換しました。を固めていきました。現在は他にもより多く
の製造現場のお役に立てるよう、現在販路拡大とプロダクトの改良を進めているところですおります。
　アダコテックのビジョンは「モノづくりの進化と革新を支える　EVOLUTION AND INNOVATION」。モノづ
くりにかかわるプロセスやコストをテクノロジーで改革したいという思いが込められています。日本初の技術で日
本の製造業を変革するため、メンバー一丸となって日々努力を続けています。

■ ビジネスアイデアの特徴
　HLAC（高次局所自己相関特徴抽出法）と呼ばれる、動画像の特徴を認識するアルゴリズムをコア技術としてい
ます。する点がソリューションの最大の特徴です。この技術を駆使して、製品の外観検査の自動化や、・生産設備
の異常検知・不正侵入の監視などのシステムの自動化に貢献していますを実施しています。

　・コストパフォーマンスの高さ
　一般的にDeep Leaningで学習させるAIの導入には、複雑なプログラミング・膨大な量の学習データ（正常・異
常モデル含め1000 ～ 1万枚ほど）・大型のGPUといった設備先行投資が必要であるため、クライアントの大きな負
担となっています。また、それに加え、AIは多くの画像を読み込ませたからといって必ずしも精度向上には繋がら
ないといった不確実性もあります正確に正常・異常を判断できる保障は無いというのが現状です。
　対する一方アダコテックのソリューションは必要となる学習に用画像は正常モデルの10～100～200枚の正常デー
タしか要しません。また、ほどであることから、シンプルな計算式であることから、一般的なパソコンを使って短
時間でAIを学習させることがでます。そのため既存技術と比較してに比べて、圧倒的な低価格短期間でで正確に検
査検品できるソリューションを提供することができます。

　・製造業との親和性の高さ
　日本の製造業の不良率は非常に低いため、既存のAI導入の際は大型設備の準備という負担だけでなく、検査部品
の不良品異常モデルそのものの数が少ないためく、AIを学習させる画像データが集まりにくいという課題がありま
した。加えて導入のハードルとなっていたのは、
　それだけでなく、「AIがなぜ異常と認識したのか」という理由を明確にできない状況でしたというブラックボッ
クス化問題もありました。「発生した異常の原因がはっきりしない」という曖昧さを嫌う製造現場の価値観とのミ
スマッチが発生していましたも、検査検品AI導入の大きな壁となっていました。
　しかし、こうした課題を解決するのが弊社ソリューションです。は正常モデルのみを学習させることで「いつも
と違う」ものを異常として検知することができます。異常検知の際には明確な根拠を示すため製造現場にとっても
馴染みやすく、精度面でも、導入してから１年以上経過した取引先がはソフトウェアを導入して1年ほど経ちますが、
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して自信をつける」ことを目標に、このオーディショ
ンに挑んでみるのもありなのではないでしょうか。
　また当社のDX研修の事業は、特に地方の中小企業
にニーズがあると考えていますが、今回オーディショ
ンへの参加をきっかけに、地方の企業の方々と直接話
をする機会をいただくことができました。このような
チャンスを得られる機会はなかなかありませんので、
ぜひチャレンジしてほしいと思います。
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■ ビジネスに至った経緯
　産総研の優れた技術を世の中に広め、役立たせたいつビジネスを始めたいという思い想いから、2006年10月に産
総研の特許を事業化する産総研認定ベンチャーを創設し、2012年3月にその事業を継承する形で株式会社アダコテ
ックを設立いたしました。
　設立後、経営が厳しい時期もありましたが、も「HLACという日本で生まれた優れた画像認識の技術をこのまま
埋もれさせてはいけない。」と15年間にわたって研究開発を続け、ようやく製造現場に利用していただける段階に
到達しました。その後はさ事業拡大のために、らなる認知度向上を図るべく、目的に、かわさき起業家オーディシ
ョンをはじめとする複数のビジネスプランコンテストに出場しています。
　技術の適用領域については、ソリューション提供については以前からは川の氾濫のモニタリングやATMの監視
など、検査以外でも、様々な領域の相談をいただいておりました。取引先開拓にあたって数々の可能性を模索する
中で、している途中、とある世界的な自動車部品会社案件の相談に乗るうちに契約をいただくことができました。
このことをきっかけに、まずは半導体や自動車部品や半導体のような極めて高い精度が求められる領域業界に注力
する専念し、事業の基盤を確固たるものにする方針に転換しました。を固めていきました。現在は他にもより多く
の製造現場のお役に立てるよう、現在販路拡大とプロダクトの改良を進めているところですおります。
　アダコテックのビジョンは「モノづくりの進化と革新を支える　EVOLUTION AND INNOVATION」。モノづ
くりにかかわるプロセスやコストをテクノロジーで改革したいという思いが込められています。日本初の技術で日
本の製造業を変革するため、メンバー一丸となって日々努力を続けています。

■ ビジネスアイデアの特徴
　HLAC（高次局所自己相関特徴抽出法）と呼ばれる、動画像の特徴を認識するアルゴリズムをコア技術としてい
ます。する点がソリューションの最大の特徴です。この技術を駆使して、製品の外観検査の自動化や、・生産設備
の異常検知・不正侵入の監視などのシステムの自動化に貢献していますを実施しています。

　・コストパフォーマンスの高さ
　一般的にDeep Leaningで学習させるAIの導入には、複雑なプログラミング・膨大な量の学習データ（正常・異
常モデル含め1000 ～ 1万枚ほど）・大型のGPUといった設備先行投資が必要であるため、クライアントの大きな負
担となっています。また、それに加え、AIは多くの画像を読み込ませたからといって必ずしも精度向上には繋がら
ないといった不確実性もあります正確に正常・異常を判断できる保障は無いというのが現状です。
　対する一方アダコテックのソリューションは必要となる学習に用画像は正常モデルの10～100～200枚の正常デー
タしか要しません。また、ほどであることから、シンプルな計算式であることから、一般的なパソコンを使って短
時間でAIを学習させることがでます。そのため既存技術と比較してに比べて、圧倒的な低価格短期間でで正確に検
査検品できるソリューションを提供することができます。

　・製造業との親和性の高さ
　日本の製造業の不良率は非常に低いため、既存のAI導入の際は大型設備の準備という負担だけでなく、検査部品
の不良品異常モデルそのものの数が少ないためく、AIを学習させる画像データが集まりにくいという課題がありま
した。加えて導入のハードルとなっていたのは、
　それだけでなく、「AIがなぜ異常と認識したのか」という理由を明確にできない状況でしたというブラックボッ
クス化問題もありました。「発生した異常の原因がはっきりしない」という曖昧さを嫌う製造現場の価値観とのミ
スマッチが発生していましたも、検査検品AI導入の大きな壁となっていました。
　しかし、こうした課題を解決するのが弊社ソリューションです。は正常モデルのみを学習させることで「いつも
と違う」ものを異常として検知することができます。異常検知の際には明確な根拠を示すため製造現場にとっても
馴染みやすく、精度面でも、導入してから１年以上経過した取引先がはソフトウェアを導入して1年ほど経ちますが、




